
更生保護とは

　
久
喜
市
内
に
、
「
皆か

い
と
う
か
い

登
会
埼

玉
県
女
子
自
立
更
生
セ
ン
タ

ー
」
と
い
う
施
設
が
あ
り
ま

す
。
平
成
31
年
４
月
に
設
立
さ

れ
た
こ
の
施
設
は
、
犯
罪
を
犯

し
て
し
ま
っ
た
女
性
た
ち
の
再

出
発
を
支
え
る
自
立
準
備
ホ
ー

ム
※
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

女
性
専
用
と
し
て
は
県
内
最
初

の
施
設
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
行
き
場
の
な
い
女
性
た
ち

に
居
場
所
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
自
立
更
生
・
社
会
復
帰
に

向
け
た
拠
点
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
方

に
対
す
る
支
援
は
、
な
ぜ
、
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
日
頃
目
に
し
な
い

そ
の
活
動
は
、
実
は
安
全
・
安

心
な
社
会
を
支
え
る
大
切
な
力

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
特

集
は
、
地
域
で
自
立
更
生
支
援
や

犯
罪
防
止
活
動
な
ど
に
携
わ
る

人
々
の
活
動
に
込
め
ら
れ
た
想
い

に
迫
り
ま
す
。

※
刑
務
所
等
の
出
所
後
、
帰
る
場
所

が
な
い
方
に
対
し
、
一
時
的
な
住

居
と
食
事
の
提
供
、
生
活
指
導
や

就
労
支
援
な
ど
を
行
う
民
間
施
設
。

　

県
内
に
男
性
の
自
立
準
備
ホ
ー

ム
や
共
用
の
ワ
ン
ル
ー
ム
タ
イ
プ

の
施
設
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
女

性
専
用
施
設
は
な
く
、
当
時
の
保

護
観
察
所
長
か
ら
要
望
を
受
け
て

設
立
し
ま
し
た
。

　
保
護
観
察
を
受
け
て
こ
の
セ
ン
タ

ー
に
や
っ
て
く
る
の
は
、
出
所
後
に

帰
る
場
所
が
な
い
方
な
ど
で
、
そ
の

理
由
は
絶
縁
・
家
庭
環
境
の
問
題
・

地
元
の
知
人
と
距
離
を
置
く
な
ど
、

人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
自
ら

の
希
望
で
保
護
を
申
し
立
て
る
の
で
、

入
所
や
退
所
は
自
由
で
す
。

　
こ
こ
で
提
供
す
る
の
は
自
立
準
備

支
援
、
宿
泊
、
食
事
の
３
つ
が
基
本
。

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
就
労
支

援
で
す
。
就
労
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
自
立
に
だ
い
ぶ
近
づ
い
て
い
る

と
言
え
ま
す
。

　

自
立
支
援
に
お
い
て
は
「
居
場

所
と
出
番
」
と
い
う
言
い
方
を
よ

く
し
ま
す
。
居
場
所
は
住
む
と
こ

ろ
・
社
会
で
の
居
場
所
。
出
番
は

仕
事
や
役
割
、
社
会
で
の
期
待
。

社
会
と
の
つ
な
が
り
を
作
っ
て
い

く
こ
と
が
、
自
立
に
向
け
て
大
切

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

運営主体である皆登会は、令和６年10月に一般社団法人コンパスナビと合併。
現在は、ＤＶ等からの避難者や児童養護施設出身者などの受け入れも行っている。

一般社団法人コンパスナビ
皆登会 埼玉県女子自立更生センター
　　　　事務局長　堀

ほり た

田大
もとひと

人さん

　全国の犯罪の認知件数はおおむね減少傾向にあり
ますが、一方で再犯者率は近年はほぼ５割で推移し
ています。このことからも、再犯を防ぐことが新た
な被害者を生まないために重要であり、地域社会の
安全につながることがわかります。
犯罪者の再犯を防ぐための活動が「更生保護」で

す。刑務所や少年院から出所した方等の社会復帰を
支援することで、再び犯罪に手を染めることがない
ように見守ります。

帰るべき場所がない刑務所出所者
等は再犯リスクが高いとされる

出典： 法務省保護局「更生保護における居住支援
について」（令和６年９月）

出典： 法務省「令和６年版 犯罪白書」

更生保護施設等への仮釈放者…14.1%
帰る場所がない刑務所出所者…24.6%

社会を明るくする運動
刑務所などの出所後、住
む場所がない人たちに宿
泊場所や食事を提供する。

犯罪や非行のない安全で安心な社会を
目指す、法務省主唱の全国的な運動。
毎年７月を強調月間とし、市内でも各
種啓発活動や講演会を開催している。

面接を通じて、犯罪を
した人や非行のある人
の立ち直りを支える。

地域で犯罪予防活動
を行い、青少年の健
全育成を支援する。

罪を犯した人の再出発を支える＝再犯抑止のカギ

更生保護活動の例
更生保護施設・
自立準備ホーム

保護司
（ボランティア）

更生保護女性会
（ボランティア）

　センターが提供するさまざまな
就労支援プログラムのうち、特徴
的なのがハチミツの６次産業※で
す。さいたま市内の養蜂場の協力
を得て、ハチミツの生産・加工・
販売までを体験。自然の中で体を
動かし、共同作業を通じて、社会
復帰への第一歩を踏み出します。
　ハチミツの売上は
女性たちの就労・自
立支援に使われます。

  “自立支援で大切なことは
　「居場所と出番」”

◀
皆
登
会
の
ハ
チ
ミ
ツ
は
、
添
加
物
な
ど
を
一
切
加
え
ず
、

　
ハ
チ
ミ
ツ
本
来
の
甘
み
と
豊
か
な
香
り
を
楽
し
め
る
一
品
。

※ ６次産業…１次産業（生産）、２次産業（加工）、
３次産業（販売）を組み合わせた取り組み。
　（１×２×３＝６）

▲販売サイト

　犯罪をした人または非
行のある少年が、自宅で
通常の社会生活を送りな
がら更生できるように、
保護観察所や保護司が指
導と支援を行う。刑務所
等を仮釈放する際に保護
観察に付される場合と、
最初から保護観察になる
場合がある。

共有ダイニング レクリエーションルーム １人用個室 地域交流イベント

▼月に一度、施設内でイベン
トを開催。地域住民と入居者
が一緒に受講し、交流を深め
ている。

刑務所出所者等の２年以内再入率

用語解説 保護観察

埼玉県女子自立更生センター（久喜市内）皆登会 

１次

2次

3次

再出発再出発再出発のののみちしるべみちしるべみちしるべ
更生保護の現場から更生保護の現場から更生保護の現場から

等を仮釈放する際に保護
観察に付される場合と、
最初から保護観察になる
場合がある。

刑法犯 検挙人員中の再犯者人員・再犯者率の推移
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